
▼

市
長
に
よ
る
閲
団
・

　

機
械
器
具
の
点
検

団本部
団長　副団長

　　　 女性部

分団本部
平川支部
上津屋支部
久世西支部
分団本部
久世支部
深谷支部
分団本部
北 支 部
南 支 部
市ノ久保支部
分団本部
枇杷庄支部
水主支部
乾城支部
分団本部
観音堂支部
長池支部
東富野支部
西富野支部
分団本部
奈島支部
中　支 部
市辺支部
十六支部

久津川分団

久 世 分 団

寺 田 分 団

今 池 分 団

富野荘分団

青 谷 分 団

消防団組織図

消
防
団
っ
て
？

　

全
国
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村

に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
団

は
、
地
域
防
災
を
支
え
る
重

要
な
組
織
。
災
害
や
火
災
な

ど
か
ら
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

城
陽
市
消
防
団
は
、
２
７

５
人
の
団
員
が
、
６
分
団
に

分
か
れ
て
組
織
さ
れ
、
平
成

16
年
に
は
女
性
消
防
団
員
も

誕
生
し
、
10
人
の
団
員
が
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
火
災

の
消
火
活
動
や
、
地
震
や
風

水
害
時
の
救
助
・
救
出
活
動
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
、
地
域

行
事
の
警
戒
、
広
報
に
よ
る

火
災
予
防
の
呼
び
か
け
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
、

災
害
発
生
時
に
迅
速
で
的
確

な
対
処
を
す
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
た
ゆ
ま
な
い

訓
練
が
必
要
不
可
欠
。
消
防

訓
練
で
は
、
火
災
発
生
時
の

迅
速
・
確
実
な
消
火
の
た
め

に
欠
か
せ
な
い
ポ
ン
プ
操
法

を
、
ま
た
水
防
訓
練
で
は
浸

水
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
水

防
工
法（
積
土
の
う
工
な
ど
）

の
習
得
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
団
員
は
本

業
を
持
っ
て

い
る
た
め
、
訓

練
は
主
に
休
日
や
仕
事
を
終

え
た
夜
間
と
な
り
ま
す
が
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
、
日
々
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
訓
練
で
得
た

知
識
と
技
術
が
い
ざ
と
い
う

時
に
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま

す
。

消
防
団
訓
練
大
会

第
３
回
市
長
査
閲

　

消
防
団
の
日
ご
ろ
の
訓
練

成
果
の
発
揮
お
よ
び
士
気
高

揚
、
地
域
防
災
の
認
識
を
深

め
る
た
め
、
去
る
11
月
14
日
、

今
池
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
消
防
団
訓
練
大
会　

第
３

回
市
長
査
閲
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
大
会
は
、
分
団

ご
と
に
日
ご
ろ
行
わ
れ
て
い

る
訓
練
を
、
全
体
訓
練
と
し

て
披
露
す
る
場
。「
気
を
つ

け
！
」「
敬
礼
！
」
と
い
う
、

力
強
い
号
令
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
響
き
、
訓
練
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。　

　

訓
練
に
は
１
４
０
人
の
団

員
に
加
え
、
消
防
車
６
台
、

小
型
ポ
ン
プ
19
台
が
参
加
。

足
並
み
の
そ
ろ
っ
た
分
列
行

進
に
始
ま
り
、
消
防
団
の
訓

練
の
中
で
も
最
も
基
本
と
な

る
、
各
個
訓
練
と
呼
ば
れ
る
、

整
列
や
各
種
行
進
の
形
態
な

ど
の
訓
練
や
礼
式
訓
練
、
現

在
の
よ
う
に
は
し
ご
車
が
な

か
っ
た
時
代
、
実
際
に
消
火

活
動
で
行
わ
れ
て
い
た
伝
統

あ
る
階
梯
操
法
訓
練
、
そ
し

て
今
年
開
催
さ
れ
た
京
都
府

消
防
操
法
大
会
に
城
陽
市
を

代
表
し
て
出
場
し
た
団
員
た

ち
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
な
ど
、
次
々
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
全
分

団
が
一
同
に
結
集
し
、
火
災

を
想
定
し
た
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
一
斉
放
水
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　

ハ
キ
ハ
キ
と
し
た
号
令
と

き
び
き
び
と
し
た
動
き
。
的

確
で
力
強
い
消
防
力
を
印
象

づ
け
る
訓
練
大
会
と
な
り
ま

し
た
。地

域
を
守
る
た
め
…

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
、

自
分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い

…
」
そ
ん
な
思
い
で
地
域
の

た
め
に
活
動
す
る
消
防
団
は
、

地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、

地
域
に
密
着
し
た
、
よ
り
効

果
的
な
消
火
・
救
助
活
動
を

行
う
、
頼
れ
る
ま
ち
の
サ
ポ

ー
タ
ー
。
地
域
を
大
切
に
思

う
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
力

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
万
一
に
備
え
た
活

動
と
地
域
の
消
防
力
・
防
災

力
向
上
の
た
め
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
手
を
取
り
合
い
、

力
を
合
わ
せ
て
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部

�

☎（
54
）０
１
１
３

災
害
発
生
時
に
迅
速
で
的
確

災
害
発
生
時
に
迅
速
で
的
確

す
。
ほ
と
ん
ど
の
団
員
は
本

す
。
ほ
と
ん
ど
の
団
員
は
本

す
。
ほ
と
ん
ど
の
団
員
は
本

す
。
ほ
と
ん
ど
の
団
員
は
本

　いつ起こるかわからない災害。ちょっとした不注意から発
生する火災。災害や火災は、尊い命や財産を一瞬にして奪っ
てしまいます。これらから私たちのまちを守ろうと、消防本
部や消防署とともに地域で大きな役割を果たしているのが消
防団。「もしも」に備え、日ごろから訓練に取り組まれてい
ます。今号では、消防団の目的や活動、そして11月14日に
開催された「消防団訓練大会　第３回市長査閲」の模様をみ
なさんにお伝えします。

城陽市消防団
…消防団訓練大会　第３回市長査閲…

自分たちの地域は
自分たちで
　守る！！

　私たちのまちを守るために、
　　　　　あなたの力が必要です
　自分が育ったまち、自分が暮らすまち、自分が働
くまち。「かけがえのない大切なまちを守りたい」
その思いが、大きな力となります。消防団には、
18歳以上で、市内在住または在勤の健康な人なら
誰でも参加することができます。
　地域を知るあなただからこそ、できることがたく
さんあります。自分のまちを、みんなのまちを一緒
に守りましょう。
　消防団に興味のある人はぜひ、消防本部へご連絡
ください。

消防団員募集！！

全
分
団
に
よ
る
火
災
想
定
訓
練
で
の
一
斉
放
水
の
様
子

▼

階
梯
操
法
訓
練

▲団長から市長への報告

▲小型ポンプ操法訓練

　「自らの郷土は自らの手で
守る」という思いで活動して
います。大規模災害に備えて、
日ごろは分団ごとに、地域の
特性に合わせた訓練を実施し
ています。基礎をしっかりと
体にしみこませること、そし

て災害時において何よりも重要なのが「連携」です。
　消防団が「何のために」活動するのかを、我々は
常に己に問いかけています。地域のために活動する
ことは、自分自身、そして自分の家族を守ることに
もつながります。
　より多くのみなさんに消防団に入団していただく
とともに、地域のみなさん一人一人に防災意識をし
っかりと持っていただけたらと思います。

城陽市消防団長
芦田清文さん

市　域　東西9.0㎞　南北5.4㎞
総面積　32.74㎢
位　置　東経135°47′　北緯34°51′
海　抜　最高430.2m（宇治田原町境・東屋谷付近）
　　　　最低13.0m　（宇治市境・古川付近）
年平均気温　16℃　 年平均降水量　約1,300㎜

新型インフルエンザの予防は、手洗い・うがいの励行で！
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予
防
接
種

　

接
種
の
機
会
を
逃
さ
な
い

よ
う
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

▼
予
防
接
種
名　

表
①
の
と

お
り　

▼
実
施
場
所　

個
別

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

（
平
成
22
年
度
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
）
※
要
予
約　

▼
注
意
事
項　

○
対
象
範
囲

内
な
ら
期
間
中
に
１
回
、
接

種
の
費
用
は
全
額
公
費
負
担　

○
当
日
に
な
っ
て
、
急
病
な

ど
の
理
由
で
見
合
わ
せ
る
場

合
は
、
再
予
約
し
て
く
だ
さ

い　

○
急
な
副
反
応
は
30
分

以
内
に
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
静
か
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
子
さ

ん
の
様
子
を
観
察
し
、
医
師

と
す
ぐ
に
連
絡
を
取
れ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う　

○
予
防
接
種
は
一
定
の
期
間

が
過
ぎ
な
い
と
他
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

第
２
期
で
新
ワ
ク
チ
ン
で

の
接
種
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、第
２
期
の
対
象

年
齢
の
範
囲
内
で
第
１
期
の

不
足
分
の
接
種
が
で
き
ま
す
。

健
康
教
室

知
っ
て
得
す
る
健
康
講
座

西
ブ
ロ
ッ
ク
（
寺
田
西
・

今
池
校
区
）
継
続
講
座

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
17

日（
月
）、
２
月
４
日（
金
）・

16（
水
）、
３
月
４
日（
金
）の

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
※
２

月
４
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
12
時
30
分　

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容　

運
動
、
保
健
師
の
話
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
、
調
理
実
習　

▼
対
象　

主
に
寺
田
西
・
今

池
校
区
の
市
民
で
、
今
ま
で

に
基
礎
講
座
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人　

▼
定
員　

先
着

40
人　

▼
講
師　

健
康
運
動

指
導
士　

岸
野
美
明
氏　

※

運
動
し
や
す
い
服
装
・
靴
で

申
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
か

電
話

児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭　

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
手

助
け
す
る
た
め
、
所
得
に
応

じ
て
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象　

18
歳
に
達
し
た
日

か
ら
最
初
の
３
月
31
日
を
迎

え
る
ま
で
の
児
童
か
20
歳
未

満
で
中
程
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

母
か
父
（
母
か
父
に
代
わ
っ

て
、
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
）
で
、
次
の
①
か
②

い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
児

童
…
①
母
か
父
が
い
な
い
家

庭
の
児
童
（
離
別
、
死
別
、

１
年
以
上
母
か
父
か
ら
の
遺

棄
、
未
婚
な
ど
）　

②
母
か

父
が
重
度
障
害
（
国
民
年
金

の
ほ
ぼ
１
級
程
度
）
の
状
態

に
あ
る
家
庭
の
児
童

■
支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
（
手
当
受
給
者
で
資
格

喪
失
届
の
提
出
が
必
要
と
な

る
場
合
）　

次
の
①
〜
④
い

ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合

は
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

①
手
当
を
受
け
る
人
か
児
童

の
住
所
（
居
所
）
が
日
本
国

内
に
な
い　

②
手
当
を
受
け

る
人
か
児
童
が
年
金
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、老
齢
年
金
な
ど
）　

③
母
か
父
が
婚
姻
し
た
（
婚

姻
の
届
出
が
な
く
て
も
、
実

際
に
婚
姻
と
同
様
の
状
態
で

あ
る
場
合
を
含
む
）　

④
児

童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
な
ど

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
障
害
の
程
度
と

そ
の
家
庭
の
所
得
に
応
じ
て

申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象　

20
歳
未
満
の
中
程

度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
人

■
支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
（
手
当
受
給
者
で
資
格

喪
失
届
が
必
要
と
な
る
場

合
）　

次
の
①
か
②
い
ず
れ

か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
手

当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。　

①
手
当
を
受
け
る
人
（
母
、

父
ま
た
は
養
育
者
）
か
児
童

が
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い

と
き　

②
児
童
が
児
童
福
祉

施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

な
ど

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
い
ず
れ
も

　

日
本
に
在
住
の
外
国
籍
の

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
上

記
の
手
当
は
こ
ど
も
手
当
と

併
せ
て
受
給
で
き
ま
す
※
手

当
ご
と
に
申
請
が
必
要
。
手

当
を
受
け
る
人
と
扶
養
義
務

者（
同
居
の
両
親
、兄
弟
な
ど
）

の
所
得
に
よ
り
手
当
の
一
部

か
全
部
の
支
給
を
停
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

確
定
申
告
書

作
成
講
座

▼
内
容　

確
定
申
告
と
は
何

か
、
所
得
と
所
得
控
除
、
医

療
費
控
除
に
つ
い
て
、
確
定

申
告
書
の
書
き
方
、
電
子
申

告
に
つ
い
て
な
ど　

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
年
金
受
給

者
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
（
営
業
所
得
者

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

な
ど
は
除
く
）　

▼
定
員　

20
人　

※
多
数
の
場
合
、
昨

年
受
講
し
て
い
な
い
人
を
優

先　

▼
日
時
・
場
所　

12
月

16
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

東
部
コ
ミ
セ
ン　

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電

卓
（
お
持
ち
で
な
い
人
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い
）　

▼
費

用　

無
料

申
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
税
務
課
市
民
税
係

〔
☎（
56
）４
０
２
１
〕へ
電
話　

※
１
回
の
電
話
で
２
人
ま
で

償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く
！

　

事
業
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
構
築
物
・
機
械
・
工

具
・
備
品
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
人
は
償
却
資
産
の
申
告

が
必
要
で
す
。

　

ま
も
な
く
申
告
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
平
成
23

年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状

況
を
、
平
成
23
年
１
月
31
日

（
月
）ま
で
に
市
役
所
税
務
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
事

業
を
さ
れ
て
い
る
人
で
、
申

告
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

申
告
に
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
末
は
窓
口
が

混
雑
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
管
理
係
☎（
56
）４

０
２
０

　

府
の
委
託
を
受
け
た（
社
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
の

相
談
員
が
、
巡
回
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
18

日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
４

時　

※
１
人
当
た
り
２
時
間

程
度　

▼
対
象　

市
内
在
住

で
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
を

し
て
い
る
人　

▼
場
所　

福

祉
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員　

６

人　

▼
費
用　

無
料

申
・
問
12
月
28
日（
火
）ま
で

に
高
齢
介
護
課
〔
☎（
56
）４

０
３
１
〕
へ
電
話

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

問
☎（
55
）１
１
１
１

介護保険料の支払いについて
Q　私は年金の額が少なく、介護保険料を納める余裕
がありません。介護サービスが必要になったらその
時に払いたいのですが、払わないとどうなりますか。
A　介護サービスが必要になった時に、過去の滞納分
をさかのぼって払おうと思っても、納期限から２年
以上経過した保険料は時効により払うことができま
せん。未納の保険料があると、その未納期間に応じ
て、通常１割の自己負担が３割の自己負担になった
り、所得状況に応じて負担が軽減される高額介護サ
ービス費や、施設入所した場合の食費や居住費の軽
減なども受けられなくなります。また、時効になっ
ていなくても、納期限から１年以上経過した未納保
険料がある場合は、介護サービスを受けたときに、
一旦全額を事業者に支払い、申請により後で市から
９割の払い戻しを受けることとなります。
　保険料を滞納すると介護サービスが必要となった
ときに大幅に自己負担が増えることとなりますので、
必ず納期限までに納めてください。支払いが困難な
事情がある場合は、税務課〔☎（56）4023〕へ納付
方法についてご相談ください。
　介護保険料は介護保険制度を相互に支えるもので
すが、一方、介護が必要な状態になった時に高齢者
本人や家族の生活を守るものでもあります。

介護保険� 高齢介護課☎（56）4043

表①　予防接種

種
目

二種混合〈DT〉
（ジフテリア・
破傷風混合）

麻しん風しん混合〈MR〉

第２期 第２期 第３期 第４期

対
象
11～13歳未満
（標準では小学

6年生）

年長児
（平成16年4月
2日～17年4月
1日生）

中学1年生相当
（平成9年4月
2日～10年4月
1日生）

高校3年生相当
（平成4年4月
2日～5年4月
1日生）

接
種
期
限
・
回
数

13歳の誕生日
の前日までに
１回接種

平成23年３月31日（木）までに１回接種

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

問
☎（
56
）４
０
３
６

認
知
症
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
ご
家
族
へ

相
談
会
を
開
催

� 地域包括支援センター　☎（54）7330
〜ご利用ください　高齢者の相談コーナー〜

月〜土曜日　８：30〜17：00

　高齢者に関する相談や介護に関する心配ごと、悩みごとな
どの相談を、鴻の巣会館１階・２階で行っています。
　また、要介護認定で要支援
１・２の人、支援や介護が必
要となるおそれの高い人（特
定高齢者）のケアプランの作
成も行っています。高齢者や
その家族、地域のみなさんか
らの相談をお待ちしています。
▶場所　寺田水度坂130　鴻
の巣会館内

北

銀行 玉池

鴻の巣
会館

府
道
城
陽
宇
治
線

市
役
所

旧
奈
良
街
道

Ｊ
R
奈
良
線至
水
度
神
社

平成22年（2010年）12月11日　（2）市の鳥−しらさぎ

☆ホームページアドレス☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/　�☆携帯電話版☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/m/�
※右の二次元コードからもアクセスできます（一部機種を除く）



■
ふ
れ
あ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー（
地
域
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）…
平
川
指
月
68

☎（
56
）５
１
０
６

■
青
谷
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー（
青
谷
コ
ミ
セ
ン
内
）…

市
辺
五
島
７
─
１

☎（
56
）６
０
４
２

■
東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー（
東
部
コ
ミ
セ
ン
内
）…

寺
田
正
道
１
５
２

☎（
55
）７
８
６
８

■
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー（
南
部
コ
ミ
セ
ン
内
）…

富
野
東
田
部
70
─
１

☎（
55
）１
０
１
２

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
休
業
日　

土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
12
月
29
日
〜
翌
年
１

月
３
日　

※
東
部
・
南
部
・

青
谷
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
は
コ
ミ
セ
ン
休
館
日
（
月

曜
日
）
も
休
み　

▼
申
請
に

必
要
な
も
の　

本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）　

①
住
民
票
の
写
し　

②
住
民

取
扱
時
間

取
扱
時
間

取
扱
業
務

取
扱
業
務

票
記
載
事
項
証
明
書
（
市
所

定
の
様
式
の
み
）　

③
年
金

受
給
者
現
況
届　

④
印
鑑
登

録
証
明
書　

⑤
外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書　

⑥

届
書
記
載
事
項
証
明
書
（
死

亡
届
の
み
）　

⑦
戸
籍
・
除

籍
（
原
戸
籍
）
の
謄
抄
本　

⑧
戸
籍
附
票
の
写
し　

⑨
身

分
証
明
書　

⑩
不
在
住
証
明

書　

⑪
不
在
籍
証
明
書　

※

⑦
⑧
⑨
⑪
は
、
本
籍
が
城
陽

市
で
な
い
場
合
は
請
求
不
可
。

手
数
料
や
請
求
手
続
き
は
市

役
所
と
同
じ
。
異
動
届
・
戸

籍
関
係
届
出
書
な
ど
は
受
付

不
可

問
市
民
課
☎（
56
）４
０
２
５

　　

次
の
人
が
受
賞
さ
れ
、
11

月
４
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

文
化
芸
術
奨
励
賞
…
谷
口　

司
氏
（
ピ
ア
ノ
分
野
）

文
化
芸
術
功
績
賞
…
魚
住
謙

侑
氏
（
水
彩
画
分
野
）、
宇

野
信
子
氏
（
民
謡
・
琵
琶
分

野
）、
榊
原
紀
美
子
氏
（
京

て
ま
り
分
野
）

問
文
化
体
育
振
興
課
☎（
56
）

４
０
４
７

　

本
格
的
な
寒
さ
が
訪
れ
る

と
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
い
の
は
、
屋
外
の
む
き
出

し
に
な
っ
た
水
道
管
・
風
当

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
の
水
道

管
・
建
物
の
北
側
に
あ
る
水

道
管
な
ど
で
す
。

○
防
寒
対
策

・
水
道
管
に
毛
布
や
厚
手
の

タ
オ
ル
を
重
ね
て
巻
き
、
そ

の
上
か
ら
濡
れ
な
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く

（
市
販
の
保
温
チ
ュ
ー
ブ
可
）

○
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

・
凍
っ
た
と
こ
ろ
に
布
を
か

ぶ
せ
て
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
か
け
る
（
直
接
熱
湯
を
か

け
る
と
、
水
道
管
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

問
工
務
課
☎（
52
）２
４
４
２

漏
水
が
な
い
か
確
認
を
！

　

漏
水
は
、
２
カ
月
に
一
度

の
検
針
時
に
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
メ
ー

タ
ー
を
見
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
漏
水
は
使
用
者
に
料

金
負
担
が
か
か
り
ま
す
（
修

理
費
用
に
つ
い
て
は
事
前
に

修
理
業
者
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
）。

○
確
認
の
方
法

・
す
べ
て
の
蛇
口
を
と
め
て

い
る
の
に
、
メ
ー
タ
ー
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
、

漏
水
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

問
指
定
業
者
か
敷
地
内
漏
水

受
付
専
用
☎（
52
）１
８
９
８

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

　

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者

が
増
え
ま
し
た
（
左
表
の
と

お
り
）。
排
水
設
備
工
事
は
、

必
ず
指
定
工
事
業
者
で
行
っ

て
く
だ
さ
い（
見
積
り
は
複
数

の
業
者
に
依
頼
で
き
ま
す
）。

問
下
水
道
課
☎（
52
）２
０
５
７

▼
日
程　

左
表
の
と
お
り　

▼
対
象　

起
業
に
興
味
の
あ

る
ネ
イ
ル
初
心
者
で
18
歳
以　

上
の
女
性　

▼
定
員　

各
コ

ー
ス
10
人
※
５
回
す
べ
て
参

加
で
き
る
人　

▼
費
用　

２
，

０
０
０
円　

▼
保
育　

各
コ

ー
ス
６
カ
月
か
ら
就
学
前
の

乳
幼
児
（
５
人
）　

▼
講
師　

三
田
果
菜
氏

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
事
業

名
：
ネ
イ
ル
○
コ
ー
ス
、
参

加
へ
の
思
い
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

保
育
希
望
者
は
、
子
ど
も
の

名
前
、
性
別
、
○
歳
○
カ
月

を
記
載
し
、
12
月
27
日（
月
）

必
着
で
、
〒
610�

-01�

� 11
富
野
東

田
部
70
─
１　

働
く
女
性
の

家
へ
郵
送

問
働
く
女
性
の
家
☎（
55
）１

０
０
２
、
ぱ
れ
っ
と
Ｊ
Ｏ
Ｙ

Ｏ
☎（
54
）７
５
４
５

　

さ
ん
さ
ん
フ
ェ
ス
タ
『
キ

ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
に
出

演
し
ま
す
。

▼
対
象　

年
中
児
〜
小
学
２

年
生　

▼
定
員　

15
人　

▼

日
時　

平
成
23
年
２
月
５
日

（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
２
時

45
分　

▼
場
所　

文
化
パ
ル

ク
城
陽　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

★
リ
ハ
ー
サ
ル
は
２
月
４
日

（
金
）午
後
４
時
30
分
〜
５
時

30
分
（
予
定
）。
説
明
会
は

１
月
23
日（
日
）午
後
２
時
〜

３
時
30
分
（
予
定
）。
説
明

会
の
場
所
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
・
問
12
月
26
日（
日
）ま
で

に
ぱ
れ
っ
と
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｏ〔
☎（
54
）

７
５
４
５
〕へ
電
話
か
直
接

☆�

ス
タ
ー
ラ
イ
ト�

ク
リ
ス
マ
ス�

at�

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
日
時　

12
月
23
日（
祝
）〜

26
日（
日
）午
後
６
時
30
分
〜

７
時
30
分　

▼
場
所　

コ
ス

モ
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

星
空

紹
介
と
ギ
リ
シ
ャ
神
話
（
神

話
の
内
容
は
毎
日
異
な
り
ま

す
）、
宇
宙
科
学
映
画
「
天

の
川
銀
河
」　

▼
観
覧
料　

個
人
…
大
人（
高
校
生
以
上
）

６
０
０
円
、
子
ど
も
（
４
歳

〜
中
学
生
）
３
０
０
円　

※

申
込
不
要

☆�

子
ど
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー�

ス
ペ
シ
ャ
ル

▼
日
時　

12
月
23
日（
祝
）　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　

▼

場
所　

文
化
パ
ル
ク
城
陽
３

階
会
議
室　

▼
内
容　

ブ
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ト
の
紙
芝
居
と
ハ

タ
さ
ん
の
お
も
し
ろ
腹
話
術　

▼
出
演　

全
日
本
あ
す
な
ろ

腹
話
術
協
会　

畠
山
智
子
氏

ほ
か　

※
申
込
不
要
・
無
料

テ
ー
マ
展
示
案
内

■
１
階
児
童
開
架

「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
あ
と
な

ん
に
ち
？
」

サ
ン
タ
さ
ん
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
ク
リ
ス
マ
ス
の
本
が
い

っ
ぱ
い
！
（
12
月
末
ま
で
）

■
２
階
成
人
開
架

「
冬
を
楽
し
も
う
！
」
〜
寒

さ
を
忘
れ
る
こ
の
１
冊
〜

温
泉
に
、
冬
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
、
温
か
い
料
理
や
、

冷
え
に
役
立
つ
本
を
紹
介
し

ま
す
（
平
成
23
年
１
月
末
ま

で
）

☆�

工
作
教
室
・
紙
芝
居
な
ど

　

京
都
教
育
大
学
児
童
文
化

研
究
会
の
み
な
さ
ん
と
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

①
工
作
教
室

▼
日
時　

12
月
19
日（
日
）午

前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分　

▼
内
容　

ふ
わ
ふ
わ
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
る　

▼
対

象　

市
内
在
住
の
幼
児
（
４

歳
以
上
で
保
護
者
同
伴
）、

小
学
生　

▼
定
員　

20
人

申
電
話
か
来
館

②�

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・�

紙
芝
居
・
ゲ
ー
ム
ほ
か

▼
日
時　

12
月
19
日（
日
）午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分　

▼
内
容　
「
へ
ん
し
ん
ト
ン

ネ
ル
」
ほ
か
※
申
込
不
要

※
い
ず
れ
も
▼
費
用　

無
料

久
津
川
（
ふ
れ
あ
い
）・

青
谷
・
東
部
・
南
部
の

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

証
明
書
を
発
行

〈表〉起業準備講座日程

日　時
内　　容　・　場　　所

Ａコース Ｂコース

平成23年
1月14日（金）
10：00
～12：00

平成23年
1月15日（土）
13：30
～15：30

ネイルアートの基礎技術
働く女性の家

平成23年
1月21日（金）
10：00
～12：00

平成23年
1月22日（土）
13：30
～15：30

ネイルアートの実践
働く女性の家

平成23年１月29日（土）
10：00～14：00

ミニ起業への道とそのお話
働く女性の家

平成23年２月５日（土）
12：00～16：00

ネイル屋台出店� inさんさんフェスタ
文化パルク城陽

平成23年２月11日（祝）
10：00～12：00

トークサロン
「やってみたいをカタチにする」
ぱれっとＪＯＹＯ

▼下水道排水設備指定工事業者新規指定業者
指定工事業者名 所在地・電話番号

（有）ニコー設備 宇治市大久保町平盛84-3
☎（41）1988

（株）城陽興業 城陽市市辺出川原36-2
☎（53）5150

（有）フェニックスジャパン 宇治市小倉町山際55-23☎（39）7214
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戸籍事務をコンピュータ化します

平成23年２月14日から新様式で交付予定

　市では、市民サービスの向上と戸籍事務を効率化
するため、戸籍事務のコンピュータ化を進めていま
す。今まで文章形式で記載しているものが、項目記
載に変わり、見やすい証明書になります。
▼主な変更点

現在 コンピュータ化後
名称 戸籍謄本 戸籍の全部事項証明書
書式 縦書きの文章形式 横書きの項目記載
公印 朱肉公印 電子公印

� 問市民課☎（56）4025

（現在） （コンピュータ化後）
扌
こ
の
よ
う
な
様
式
に
変
わ
り
ま
す

お
詫
び
と
訂
正　

12
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日
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載
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童
委
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）
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号
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０

　中高年を中心に高い人気を誇る綾小路きみまろさんが
司会を務める、「ごきげん歌謡笑劇団」。さる11月25日
に文化パルク城陽で公開録画が行われました。レギュラ
ーのさかなクンをはじめ、川中美幸、細川たかしなど豪
華ゲストを迎え、ごきげん大芝居などで満席のプラムホ
ールは大爆笑の渦。
　また、事前にさかなクンが城陽市を訪れ市内各所でロ
ケが行われました。特産物のお茶、金銀糸などをリポー
トするようすも、ぎょ、ギョ、魚？おもしろウオンテッ
ドのコーナーで紹介されました。
　番組は、平成23年１月７日（金）21：00～21：59NHK　
BS２で放送されます（再放送　１月８日（土）18：30～
19：29　BSハイビジョン）。みなさんぜひご覧ください。

ＮＨ
Ｋご
きげ
ん

　歌
謡笑
劇団
で

　　
城陽
市を
ＰＲ

▲開演に先だち、橋本
市長が来場のみなさん
へあいさつ ▲さかなクンに、特産の抹茶を

点字入門講座　
　受講者を募集

▶日時　平成23年１月11
日～３月15日の毎週火曜
日13：30～15：30（全10
回）　▶場所　福祉センタ
ー　▶対象　はじめて点字
を学ぶ人（高校生以上）　▶
定員　先着20人　▶費用　
無料
申・問福祉課☎（56）4033

市の花−花しょうぶ（3）　市の木−梅

問…問い合わせ　申…申込方法　詳しくはそれぞれへお問い合わせください
この広報紙は再生紙および大豆油インキを使用しています

買物は城陽市内で行いましょう
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第８回自然とのふれあい登山�
『龍王山』（586メートル）

▼日程　平成23年１月15日（土）
JR城陽駅８：09発奈良行きに
乗車　 ▼対象　市内在住の４年
生以上の小学生・中学生・高校
生とその保護者　 ▼定員　60
人※多数の場合抽選　 ▼交通費　
小 学 生640円、 中 学 生 以 上
1,300円　申所定の用紙〈各小・�
中学校と文化体育振興課（市役
所寺田分庁舎内）に設置〉に必要
事項を明記し、各学校〈12月15
日（水）締切〉か文化体育振興課
〈12月16日（木）締切〉へ直接　
問文化体育振興課☎（56）4047

第28回城陽マラソン大会

▼日程　平成23年３月13日（日）
受付９：00から／文化パルク
城陽　※雨天決行　 ▼種目　◎
10キロコース…高校生男女・
一般男女・一般男女50歳以上　
◎５キロコース…中学生男女・
高校生男女・一般男女・一般男
女50歳以上��◎３キロコース…
小学４～６年生男女・親子の部
（小学１～３年生とその保護者）　

▼費用　一般・一般50歳以上・�
親子（１組）2,500円、高校生
1,500円、小・中学生1,000円　
申12月13日（月）～平成23年１
月28日（金）に所定の用紙（体育
協会・市民体育館・各コミセン
に設置）に必要事項を明記し、
費用を添えて郵便局へ振り込み
または体育協会（市役所寺田分
庁舎内）へ直接　問体育協会☎
（56）4048

官公署
など

高齢者支援講座『高齢期の
健康（食生活と運動）』

▼日時　平成23年１月25日（火）
14：00～16：00　 ▼場所　文
化パルク城陽　３階会議室　 ▼

内容　これだけは知っておきた
い健康づくり～元気で前向きな
毎日をめざして～　 ▼対象　就

職活動・社会活動参加を希望し
ているおおむね55歳以上の人　

▼定員　先着30人　 ▼費用　無
料　 ▼講師　馬場淳子氏　申・
問城陽市シルバー人材センター
［〒610-0121寺田水度坂130　
鴻の巣会館内、☎（52）9486、
Fax（52）9485］へハガキ・ファ
クスまたは電話

〜参加選手募集〜�
第８回アビリンピック京都大会

　障害者の職業技能を競う大会
です。

▼日時　平成23年２月５日（土）
９：30～15：45　 ▼場所　府
立京都高等技術専門校（京都市
伏見区竹田流池町121-3）　 ▼

対象　府内在住・在勤の15歳
以上（平成22年４月１日現在）
で身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳を持っ
ている人　申・問所定の用紙に
必要事項を明記し（社）京都府高
齢・障害者雇用支援協会［〒
604-8171京都市中京区烏丸通
御池下ル虎屋町577-2太陽生
命御池ビル３階、☎075（222）
2637、Fax075（222）2242］
へファクスまたは郵送※用紙は
同協会に設置。またはホームペ
ージ（http://www.pref.kyoto.
jp/soshiki/detail/59.html）か
らもダウンロード可

〜募集します〜�
小・中学校新規講師登録者

▼対象　山城教育局管内（府内
の宇城久以南）の小・中学校で
新たに講師になることを希望す
る人　 ▼登録方法　所定の用紙

に必要事項を明記し、京都府山
城教育局［〒610-0331京田辺
市田辺明田1］へ持参または郵
送※用紙は学校教育課（市役所
寺田分庁舎内）に設置。また�
は山城教育局ホームページ
（http ://kyoto-be .ne . jp/
yamasiro-k/）からもダウン�
ロード可　問山城教育局☎（62）
0274

お知ら
せ

高齢者や幼児を�
火災から�
守ろう！

　火災による死者は、高齢者や
幼児・身体の不自由な人たちが
多くを占めています。これらの
人たちを火災から守るため、次
のことに心がけましょう。
①高齢者・病人・身体の不自由
な人たちの寝室は、避難しやす
い場所にしましょう
②子どもだけを残して外出しな
いようにしましょう
③カーテンや寝具類は、防炎性
のあるものを使用するようにし
ましょう
④住宅用火災警報器を設置しま
しょう
問消防本部☎（54）0115

青谷コミセン☎（53）8273　FAX（56）6042　〒610-0114�市辺五島7−1
冬休み子ども映画会「ビアンカの大冒険」
12月22日（水）13：30～14：50

申込不要・無料

寺田コミセン☎（55）0010　FAX（55）0197　〒610-0121�寺田今堀1
ほっとシアター「あらしのよるに」※子ども向け
12月18日（土）13：30（13：00開場）～15：30

先着40人・�無料
申来館（整理券配布）

今池コミセン☎（56）0525　FAX（56）6041　〒610-0117�枇杷庄知原15−1
名画鑑賞会「RAILWAYS　49歳で電車の運転士になった男の物語」
12月12日（日）13：30～15：40　中井貴一ほか

申込不要・無料

子ども映画会「トイストーリー３」
12月25日（土）13：30～15：10

申込不要・無料

◆申し込みや問い合わせは、各コミセンへ　［開館時間］９：00～21：00（申込は17：00まで）　［12月の休
館日］○東部・青谷・北部・南部・今池コミセン…月・祝・29日（水）～31日（金）　○寺田コミセン…13日
（月）・20日（月）・27日（月）～31日（金）

医療従事者・調理師業務従事者の届出は
平成23年１月17日（月）まで

　今年は、医療従事者など、有資格者の届け出の年です。これ
は、２年ごとに12月31日現在の就業状況などを届け出るもの
で、医療・公衆衛生行政を進めるうえで重要な資料となります。

資格などの区分 届出先
すべての医師・歯科医
師・薬剤師

住所地または就業地の最寄りの保健
所

保健師・助産師・看護
師・准看護師・歯科衛
生士・歯科技工士で、
府内で就業している人
（12月31日現在）

●就業地が京都市以外の府内…就業
地の最寄りの保健所
●就業地が京都市内…京都府医療課
［京都市上京区下立売通新町西入薮
ノ内町、☎075（414）4749］

調理師で、府内で就業
している人（12月31日
現在）

山城北保健所［宇治市宇治若森7-6、
☎（21）2912］

＜お誘い＞■おしぼりの会（不登校生を抱える保護者を支
える会）　12月17日（金）20：00～22：00　※現在悩ん
でいる人、過去に経験された人対象　福祉センター　阪部
☎090（3715）3063　＜ダンスパーティー＞■社交ダンス
あすなろ　12月15日（水）19：00～21：30　福祉センタ
ー　渕田☎（52）7754

文化協会☎（55）1210

☆市民教養講座 ｢お正月いけ花教室｣

▼日時　12月27日（月）９：30～11：30　 ▼定員　20人※多
数の場合抽選　 ▼費用　2,800円（花代ほか）　 ▼講師　茶華道
協会　 ▼持ち物　剣山、花器、はさみ　申12月20日（月）必着
で、往復ハガキに住所・氏名・電話番号・年齢・「お正月いけ
花教室」と明記し、〒610-0121寺田樋尻48-19　城陽市文化
協会へ郵送※返信用には申込者の宛先を記入

働く女性の家☎（55）1002

☆趣味教養講座『手編み教室』
　今年の流行の糸で作るオリジナルのベスト！

▼日時　平成23年１月11日・18日・25日、２月１日・８日の
いずれも火曜日　13：30～16：00　 ▼対象　市内在住・在
勤の女性（初心者歓迎）　 ▼定員　15人　 ▼費用　4,000円（材
料代）　 ▼講師　木村幸子氏　申直接か電話（見本あり）

☆再就職準備セミナー（託児あり）
　『話すことでイメージアップ！』

▼日時　平成23年１月13日（木）13：00～15：00　 ▼内容　
朗読レッスン、人前での話し方、テーブルスピーチの方法　 ▼

対象　市内在住・在勤の女性　 ▼費用　50円程度（資料代）　 ▼

講師　全国BMC認定司会者　藤谷昭子氏　申直接か電話※託
児は６カ月からで要予約

☆女性のためのパソコン講座（託児あり）

▼日程（①②③は土・日曜日、祝日を除く）
コース名 日　時 内　容

①エクセル
　（初級）

平成23年１月18日
（火）～28日（金）
10：00～12：00

表・グラフ作成、書
式の設定、簡単な関
数計算など

②エクセル
　（活用編）

平成23年１月18日
（火）～28日（金）
13：00～15：00

表の作成・操作、簡
単な関数の利用、デ
ジカメの画像取込な
ど

③50歳からの
　パソコン

平成23年１月18日
（火）～28日（金）
19：00～21：00

マウス操作などから
ワードの基本操作

④デジタルカメラ
　画像編集

平成23年１月22日
（土）・23日（日）
10：00～15：00

デジタル画像を使っ
たポストカードの作
成など

▼定員　各10人※多数の場合抽選　 ▼対象　市内在住・在勤
の女性　 ▼費用　無料※テキスト代実費　 ▼講師　①②③岸田
幸男氏　④井上清貴氏　申平成23年１月４日（火）必着で、往
復ハガキにコース名・住所・氏名・年齢・職業・電話番号・託
児希望者（６カ月～就学前）は「○託児有り」としてお子さんの
年齢（○歳○カ月）と性別を明記し、〒610-0111富野東田部
70-1　働く女性の家へ郵送　※ノートパソコンの持込希望者
は要連絡

イベント・講座

Life is beautiful

～健全な出会いをサポートする
カップリングパーティー～

▼日時　平成23年２月６日（日）13：00～18：00　 ▼場所　
文化パルク城陽　４階大会議室　 ▼対象　城陽市に興味・関
心を持つ25～45歳の未婚の人　 ▼定員　男女各先着50人　

▼費用　１人4,000円
申12月24日（金）必着で、城陽商工会議所ホームページから
ダウンロードした申込用紙に必要事項を明記しファクス、ま
たは①氏名　②性別　③生年月日　④年齢　⑤住所　⑥自宅
電話番号　⑦携帯番号　⑧メールアドレス　⑨職業　⑩勤務
先名を明記しメールで、城陽商工会議所［Fax（52）6769、Ｅ
メール：joyoyeg@kyo.or.jp］へ
問城陽商工会議所　青年部☎（52）6866

問…問い合わせ　　申…申込方法

お詫びと訂正
　12月１日号２面「特別年末警
戒・年末警戒実施中」の記事中
に誤りがありました。お詫びし
て訂正します。
正�住宅防火・誤�住宅放火

（4）平成22年（2010年）12月11日

休日急病診療所☎（55）1112
（内科・小児科）

▼場所／保健センター内〔歯科は宇治市休日急病診療所☎（39）9430〕

▼受付時間／９：５０～１１：３０・１３：００～１６：３０　※日曜日・祝日のみ
蛇口からそのまま飲める　安くて安全　おいしい城陽の水道水


